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目的 :periophthalmusminutusはオース トラリア北部からフィリピンにかけて分布 し､
潮間帯の高部の平らな干潟 (drylake)に生息 している｡ pminutusの特殊な棲息環境と
高塩分適応について検討 した｡




2時間後 と1週間後に採血 し､血祭中のNa+濃度を測定 した｡また､同一個体を用い
て鯉蓋内膜と外膜､胸鰭基部の皮膚の塩類細胞の密度と面積を測定 した｡
結果 :フィール ドの潮位は6.9mで､潮は 1ケ月に8-15日来ることが分かった｡乾期
の8月は8日しか潮が来ず､干潟表面が乾燥 している間､魚は巣穴の中にお り､潮が
来て表面が湿ると巣穴の外に出て活動 した｡巣穴の構造は出入 り口が2つのY字型で
あった｡ 潮が くる直前でも深さが30cm以上の穴では水が有 り､塩分濃度は84%｡(約
240%)であった｡ p.minutusは表面が乾燥 している時は､この高塩分濃度の海水を飲







いことを示唆 している｡ 200%ti毎水に移すと､塩類細胞の密度は2時間後に少 し高 くな
ったが 1週間後には対照と等 しくなった｡一方､塩類細胞の面積は 1週間後に約 2倍
になった｡血柴Na+濃度は2時間後に多少高 くなったが､ 1週間後には対照と等 しく
なった｡このように､Pminutusは鯉蓋内膜､外膜､胸鰭基部の皮膚にある高密度で面
積の広い塩分細胞により高塩分に適応 していることがわかった｡
ムツゴロウの資源生物学
鷲尾真佳人 (佐賀県玄海水産振興センター)
ムツゴロウBoleophthalmuspectinirostrisは､日本では､九州西部の有明海と八代海の
一部だけに生息する水陸両生のハゼ科魚類である｡ 本種は､有明海湾奥部地方､特に
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